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電子図書鶴よもやま話
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でも電子図書館サ…ゼスの準舗を進めていると聞いてはい
しかし私段、数年前にやっと汎用機システムを導入したばかり、目録カードボックスが
エントランスにデンと構えた電算化最後発のーっとも雷うべき密書蕗からやって来たの
だ(勿論、今はそんなことはありません。大学の幹生を十二分に活かす龍子図書館を作
り上庁た一橋大学[2Q書館のスタップに敬意)。そりゃ、ネットで本が読めれば便利だろう
けどね、著作権はあるし、話は疲れるし、ネットはトロいし、そんな現実離れしたこと
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もとより、本が好きで図書館員になった。と苦うと、下着が好きでワ口一ノレに入社し
と同義だと援護を興うらしいが、他に動機らしい動機もない。毎朝の返本作業も
し、本の放っオ…ラに魅せちれ、本に阻まれていれば指せだ、ったc が、苦手なもの
がひとつまうった。目録カードである。言い大学図書館に誌百年近くにわたり営々と蓄積
された吉色蒼然たる自諒カー
廷々と並んでいるのだが、
もたっても持てないのである。「赤しリは「ア宍の中のカ、カ
の文字配列規則を頭に一生懸命カード るし、畠
たり一筋縄
いるのだか
分のことは棚にあげて住の人の織り
で進んでくれない。それを怒々と使いこなしている
ら、初、の杜撰さ短気さが原自には相違ないのだが、目録カー
さしていた。そ v
に解決してく
ータベースこそ図書詰電算化の財産だったらしい。先のカラフ
を凝っと眺めて、そこに裁番目録情報との相互リンクを書き加
スする方法として目録常報はデータとして最も標準化されており
している、しかも原資料と電子化資料が一緒に検索でき
にはほと;まと
、岳録デ
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もない、といった理由からだが、蔵書目録情報に全文情報を付加する、という発想であ
ったのは否めない。将来、もし全ての目録情報に全文データが付与されれば、検索から
閲覧まで個々の図書館の全てをサーバ上に、ネット上に構築できる、、、。と電子図書館の
姿を思い描いたわけだが、「個々のjという所蔵図書館型の単位をネットが易々と超えて
いくことを、当時の私はまだ充分認識していなかった。いや、インターネット全体が一
つの図書館となりえるだろうことは予測できても、それを現実の図書館がどう組織化し
標準化してアクセスを保証してゆくのか構想できなかった、と言うべきかもしれない。
さて、あれから 6年余りが過ぎ、インターネットは日常となって、メタデータという
言葉も周知のものとなった。原義はどうあれ、メタデータの緊要性はインターネット上
の情報へのアクセスを保証することだと解している。国立情報学研究所では、目録シス
テムとは別個にメタデータ・システムの構築を構想していると聞く。大学図書館の現場
を離れて早や3年、変化の急なこの世界では浦島太郎と榔撤されても如くはない現在の
私にこの間の事情は詳らかでないし、両システムの関連も判然とは理解していないのだ
が、これは一つの見識ではなし、かと思う。これまでの目録ノウハウを活かしながらも、
全く新しい発想が必要なのだろう。 6年前、従来の目録情報をメタデータとしたことで、
古い革袋に新しい酒を盛るがごとき諸矛盾に晒されたことも事実だからだ。
当時、図書と雑誌を主たる対象をした目録システムに物の影さえ留めない電子化資料
を登録するにあたっては、担当係にかなりの無理算段をお願いした。ルールを作ろうに
も、それぞれのデータが好き勝手な意匠をこらしている。登録単位さえこれまでの常識
では確定できない。目録規則を準用しようにも限界がある。そんな中で筑波大学の目録
のプロ達は、様々なアイディアを出して一つ一つ難局を凌いでくれた。しかし、標準化
された新規則の必要性は、皆感じていたにちがいない。それが確立されるまで、目録シ
ステムの多様な検索機能を損なわないよう現行目録規則から大きく逸脱せず、しかも将
来フォーマット変換が可能なデータ入力の方法を模索すること。先導館ゆえの苦労であ
るが、それだけにそれぞれのスタッフは、電子図書館業務の問題点も展望も熟知してい
る。この実務の蓄積によりメタデータ・システムの構築にあたっては、筑波大学から貴
重な提言がなされることだろう。
しかも、電子図書館業務の導入によって混乱を来したのは、目録係ばかりで、はなかっ
た。受入係から閲覧係まで、「物」ではないものを対象とする仕事をどうルーチン化する
のか。どのように従来の図書館業務の流れに位置付けてゆくのか。従来の業務は f物」
としての資料の流れに沿って構成され、ブック・トラックに乗って係から係へと流れる。
そこで、後述する登録申請書のコピーをブック・トラックに乗せた。そして、その登録
申請書に管理番号等業務に必要な事項を書き込んだ。全て新規考案の方式だ。しかも人
は減り続ける中、資料の電子化を加えて、仕事は増えてゆくばかり。業務の配分を議論
しながら「それはそちらの仕事でしょ」美しい譲り合いの精神に充ちた場面の数々を今
は懐かしく微笑ましく思い出す。専任係の未熟さ故、充分に練れていたとは言いがたい
試行錯誤の電子図書館業務のスタートに、全館一致の協力体制で望めたのは、部課長の
指導もさることながら、筑波大学ならではの学風と気概の賜物だろう。このことは、当
たり前のようだが、私の狭い経験からするとむしろ驚きに近い。電子図書館業務は、合
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理化、効率化を目指した業務の電算化とは根本的に異なるサービス面の拡大であるが、
スタッフにとっては質的転換さえ伴った業務の拡大、すなわち加重である。「抵抗勢力」
に出会わない方が不思議ではないだろうか。新たなサービスの拡充に図書館全体で積極
的に取り組むこの志気の高さは、電子図書館の前提ともいうべき業務の 10 00/0電算化
を全国に先駆け完遂していた見識の高さと、実は軌をーにするものだと私が気づいたの
は、筑波大学を離れて以降のことであるのだが。筑波大学図書館においては、それが「当
たり前」だ、ったからだ。
とまれ、こうして電子化資料の受入れからネット閲覧までを業務の流れに乗せて、電
子図書館業務はスタートすることになったが、どうしても従来の業務の枠組みに収まら
ない仕事があった。著作権処理である。著作権といえば複写担当の専売特許とばかり考
えていた不肖の図書館員たる私は、個々の学術情報の著作権についてなど、これまで考
えたこともなかった口著作権者とは著者のことなり、程度の認識だ。ところが、実際の
著作権の帰属は学術情報の流通過程を体現しており、実はそんなに単純ではない。既発
表論文にはその発行機関が絡んでいるし、共同執筆の場合は全ての執筆者の許諾を得な
ければならない。図書館電子化推進特別委員会及び電子図書館システム研究班研究会の
委員の方々の精力的な活動と大学全体の一致協力を得て著作権処理の方式を制度的に確
立し(これもまた筑波大学の先駆的精神の賜物であろう)、私は勇んでキャンパス各地へ
と「営業活動Jに自転車を走らせた。 1枚でも多くの登録申請書二ご利用許諾書をゲット
するためである。しかし、著作者である研究者本人さえ自著論文の著作権が何処にある
かの確たる意識もなく研究に湛進しておられ、その公表過程や著作権譲渡の有無につい
て聞き質そうものなら、「そういうこと(著作権帰属先の調査)はあなた達(図書館の人)
の仕事でしょ。」との一喝に、確かにそうだと情けない程身に染みた。図書館が学術情報
の流通に深く関わっていることに私が目覚めたのは、この著作権の問題を通してである口
先見性と強し、指導力に溢れた上司、見識高いスタッフ、縦横無尽な研究者それぞれに
次々と薙ぎ倒されながらアットいう聞に過ぎた筑波大学での 3年間は、今から思えば、
というより電子図書館を担当した現役時代から重々実感していたことなのだが、私にと
って図書館の未来を拓く方途を探るための「学校Jだった。全てに感謝を、というのが
正直な気持ちである。
その後私は図書館情報大学に 1年間勤務したが、ここでもまた、図書館の未来を展望
する壮大な構想が進行していた。筑波大学の電子図書館を閲覧型とするなら、検索型電
子図書館の構築である。全く発想の異なる 2つの電子図書館、と当時の私には見えたの
だが、閲覧と検索はコインの表裏だ。それぞれがどれだけの機能を誇っても、単独では
意味をなさない。両者相伴ってこそ、その効力は絶大である。今は私にもその構図が良
く見える。その両大学が統合した。どんな電子図書館が展開されるのか、今後が大いに
楽しみである。
(し、しむら・けいこ 日本芸術文化振興会(国立劇場)総務部情報推進室企画係長)
(元図書館部情報システム課電子情報係長)
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